
命題

Tmth(雪 は白い)c{T、 F}

ここで、
"雪
は白い
'を
命題と言い、Truthは命

題の真理値を表す。
ただし、T:真 、F:偽 。以後、Tを 1で、
Fを 0で表すことにする。

すなわち、ac(0,1}と する時、
■uth(命痢 =at命 題の真理値、 た だし、
1:真 、0:偽 。

合成命題と論理演算
A、Bを 命題とし、Truthω =a、 TmthO)=

bと する。
Truth伍 または B)=Truthω  v ttuthO=
avb
Truthはかつ B)=■ uth仏>TmthlB)=a・ b
Truth仏でない)=～■uthlAj=～a

ここで、

論理和 : avb=maxla,bl

論理積 : a・b=mh(a,b)

否定 i ～a=1‐a

ただし、a,bc to,1}

U→ 〔0,1)、Uは 全体集合。

例 :Alxl=xさ んは男である

xに 具体的なUの 要素が代入されると、述語
は命題になる。
ec U→ A建)c{ o , 1 }

述語Aω と部分集合Aと は対応している。
A(el)=0← → el■ Otc A

A(e2)=1← → e2cA

このように、全体集合Uの ある要素 eを 固定
すると、

部分集合Aと 、命題瓜うとは同じことを表し
ている。
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真理値表
■IlruthlAかつ Bま たは Bで なく かつ C
または Aで なく かつ Bで かつ Cで ない)
=la・じv(～b・cl v(～a・b・～D
=a・ bv～ b・ cv～ a・ b・ ～c

論理式Fが常に真のとき、fを トー トロジー('lB

真式)と いう。

ならば (→)の 真理値表

合意 (Impttat10n)

a→b=～ avb

2値 論理で成立する恒等式

a,b,cを真理値とする。この時、以下の等式が

成立する。

(1)ベ キ等律 : ava=a、 a・a=a

(2)変換律 :av bibv a

(3)結合律 :avlbvc)=(avblv c、 a・lb・

c)=la,bl・c

(41吸収律 :av(a・ b)=a、a。(avb)=a

(5)分配律 :a・ lb∨c)=(a・bl v la・め、av lb・

c)=(avb)。 (avD

O二 重否定 : ～ (～al=a

O本 目補律 :av～ a=1、 a・～a=0

0単 位元 i avい a、a。 1=a

191ゼ ロ元 :avl‐ 1、a・0=0

(101ド ・モルガン律 : ～(avb)=～ a・～b、
～la・b)=～av～ b

論

姉
畑
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集 △
ロ

.集 合

集合と要素 (元とも言う)、

部分集合の定義

べき集合 :  2U=P(U)
Uの 部分集合全体からなる集合
従つて、φ (空集合)∈ P(U)、

U(全 体集合)∈ P(U)

集合の定義の仕方
A={2、 4、 6}:列 挙型、
B={x12≦ x≦ 6}:条 件型

2.特 性関数と集合演算

集合演算の定義

aCA、 b∈ A
/」

〇
"

図 1.1 ベン四

卜ぎやギ掛:棋糖名縄

ュ撃晶遇輯小鵠ゅ
A、 B、 Cを 全体集合Uの 部分集合とする。
この時、以下の等式が成立する。

(1)べ き等律 AUA=A、 A∩ A=A

(2)交 換律 AUB=BUA、 A∩ B=B∩ A

(3)結 合律 AU(B UCl = (AUB)UC
A∩  (B∩ 0 = (AnB)∩ C

(4)吸 収律 AU(A∩ B)=A、

A∩ (AUB)=A

(5)分 配律
A∩ (BUC)=(A∩ B)U(A∩ 0
AU(B∩ Cl=(AUB)∩ (AUCl

(6)二 重 否 定  (AC)C=A

(7)相 捕律 AU AC=U、 A∩ AC=φ
(8)単 位元 AUφ =A、 A∩ U=A
(9)ゼ ロ元 AUU=U、 A∩ φ=φ

(10)ド ∩モルガン律

(AUB)C=AC∩ BC、

(A∩B)C=AC∪ BC
(注)論 理と集合とは数学的には同じ体系である
(2植 論理で成立する等式において、V

を∪で、 ・を∩で、～を
Cで
置き換え、 0

をφで、 1を Uで 置き換えればよい)。
これをブール (Boole)代数という。

ムUど 44∩コ

図 12 和 典合,積 楽合,衛 集合を受す末ン四

4 論 理と集合との関係

集合A――述語{xxは Aで ある}

1.(1)U={1、  2、 3}と した時、

P(U)を 示せ

(2)U=(xlxは サイコロの目の数〕

A=【 xlxは 整数、 1≦ x≦ 4}

B={xlxは 偶数、2≦ x≦ 6}と する時、

AUB、 A∩ B、AC∩ B、AC∩ BCを 求めよ

(3)(A∩ BC)U(A∩ B)=Aを 等式

(1)― ― (10)を 用いて示せ

(4)l_4∩ BC)C=(AC∩ BC)UBを 等式

(1)― ― (10)を 用いて示せ

2.(1)図 1で、斜線の集合を式で示せ

(2)子 仏∩BC)∪ Cとするとき、集合Y

を図2に斜線で図示せよ。     ヤ

(3)図 2で本質的に異なる集合を表わす

式は、何個存在するか

フ す

図 1 図 2


